
全国農業新聞は、農業委員会ネットワークが
発行する農業専門紙です。1952（昭和 27）年
に創刊し、2022年に70周年を迎えました。
１週間の農政の動きや現場で役立つ栽培技術・
流通の情報、魅力的な農家の取り組みなどを幅
広く伝え、担い手の皆様の経営発展に役立つ新
聞として高く評価いただいております。
　常に、より「見やすい」「分かりやすい」新
聞を目指して編集・発行しています。ぜひ１度
手に取っていただき、情報収集のツールとして
全国農業新聞をご購読いただければ幸いです。

全国農業新聞とは

見やすい！
分かりやすい！
紙面を追求して

週１回発行しています！

全国農業新聞を読もう！！
紙面徹底解説 パンフレット

2024年度版

一般社団法人 全国農業会議所

見やすく！ 分かりやすく！ 充実した農業・農村の情報を届けます



1

ここがポイント！全国農業新聞
紙面の内容、特徴

1面
●経済・経営・農地・地域社会問題等、毎週様々なテーマをお伝えします。
週替わりのコラム、特集企画　等� ➡ｐ２へ

2面
3面

●農政ニュースをまとめて掲載。忙しくても１週間の動きがすぐ分かります。
●その時々の話題の農政や農業用語、技術を分かりやすく解説します。
●第一線で活躍する農業者にスポットを当てて紹介します。� ➡ｐ３へ

経営
流通
技術面
地域
くらし面
（4～６面）

●経営に役立つ管理方法や最新技術、話題の商品、先進農家の取り組みなど、農業経
営に役立つヒントが盛りだくさんです。
●２週・４週は、見開きのワイド面。「より読みやすく」を追求しています。
【４面】経営・販売や労務管理、農村女性の活躍のＱ＆Ａコーナー（週替わり）、新

しい技術や商品の紹介　等
【５面】経営に役立つ実務情報を載せます。市況（２週）、マーケット情報（４週）　
等

●地域活性化に関する現地事例を紹介します。
【６面】園芸講座（２週・４週）、食生活や農家生活のヒント　等� ➡ｐ４、５へ

農業委員会
ネットワーク
通信面
（７面）

●全国の農業委員会の特徴的・先進的活動、活躍を毎週お知らせ。農業委員会活動の
参考資料として、農業委員・推進委員必読のページです。
●農地や農家生活の法律相談、農業者年金等、情報提供活動に欠かせない情報が満載。
●有害鳥獣対策のヒントとなる取り組みを連載。� ➡ｐ６へ

地方面
（８面）

●地方ごとの頑張る農業者の記事、農業委員会活動、イベント情報等を掲載。
全国紙ですが地域の話題にも強い！身近な方の頑張りが伝わることで地域農業の活
力に繋がります。� ➡ｐ７へ

◆発行日／毎週金曜日
◆購読料／新聞本紙＝月額700円（税込）※新聞本紙はもちろん電子新聞も閲覧可能
　　　　　電子新聞＝月額500円（税込）※電子新聞のみの閲覧

見本紙のご用命、購読のお申し込み、ご相談は、お近くの市町村農業委員会、都道府県農業会議、全国農業
新聞ホームページからのお問い合わせやメール等でも受け付けています。
電子新聞のお申し込みは、全国農業新聞ホームページで受け付けています。
メールアドレス●gyoumu@nca.or.jp

ホームページアドレス●
https://www.nca.or.jp/shinbun/

QRコードはこちら

新聞本紙を購読されている方は、電子版
も無料で見ることができます！毎号第１

面の右下に載るパスワードを専用サイトで入
力すればスマートフォンやパソコンから閲覧
できる仕組みです。詳しくはホームページへ！
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認定農業者応援宣言！
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お申し込みはお近くの農業委員会へどうぞ
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今週の記事から

利
用
者
の
作
っ
た
商
品
が

評
判
に
な
り
多
く
の
人
が
施

設
に
見
学
に
来
る
よ
う
に
な

る
と
、
施
設
利
用
者
の
中
に

仕
事
の
説
明
や
案
内
の
率
先

役
と
し
て
成
長
す
る
接
客
上

手
な
人
も
現
れ
た
。
そ
の
た

め

厨
ち
ゅ
う

房ぼ
う

以
外
の
接
客
や
レ

ジ
、
品
出
し
な
ど
の
サ
ー
ビ

ス
業
務
の
就
労
支
援
の
ニ
ー

ズ
が
生
ま
れ
た
。

こ
の
流
れ
か
ら
２
０
１
９

年
、
自
然
豊
か
な
市
の
東
部

地
域
に
料
理
の
提
供
と
サ
ー

ビ
ス
業
を
合
わ
せ
た
カ
ン
ト

リ
ー
レ
ス
ト
ラ
ン
「
ハ
ー
ブ

ク
ラ
ブ
」
を
開
設
。
ロ
グ
ハ

ウ
ス
風
の
建
物
で
、
ピ
ザ
や

オ
リ
ジ
ナ
ル
カ
レ
ー
が
人
気

だ
。
山
間
部
に
も
か
か
わ
ら

ず
年
間
４
万
人
が
訪
れ
る
な

ど
、
福
祉
施
設
型
レ
ス
ト
ラ

ン
の
先
駆
け
に
な
っ
た
。

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
機
能

大
阪
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と

し
て
発
展
し
た
市
の
西
部
地

域
に
は
、
カ
フ
ェ
＆
レ
ス
ト

ラ
ン
「
デ
リ
カ
テ
ッ
セ
ン
イ

ー
ハ
ト
ー
ヴ
Ｓ
ｏ
ｒ
ａ

そ

ら

」
を

オ
ー
プ
ン
。
地
域
の
中
心
部

に
あ
っ
た
高
級
ス
ー
パ
ー
が

廃
業
し
空
き
店
舗
に
な
っ
て

い
た
こ
と
か
ら
、
改
築
し
て

住
民
の
食
を
通
し
た
ラ
イ
フ

ラ
イ
ン
の
機
能
を
担
っ
て
い

る
。
担
当
と
な
っ
た
施
設
利

用
者
に
は
、
弁
当
や
総
菜
、

仕
出
し
の
製
造
な
ど
を
用
意

し
、
責
任
感
や
使
命
感
を
感

じ
な
が
ら
一
社
会
人
と
し
て

の
成
長
を
手
伝
っ
て
い
る
。

ま
た
、
朝
食
需
要
を
見
込

ん
で
、
日
量
５
万
台
の
車
両

が
通
過
す
る
大
阪
へ
の
主
要

幹
線
道
路
沿
い
に
ベ
ー
カ
リ

ー
と
カ
フ
ェ
の
店
「
ク
ラ
ム

ボ
ン｣

も
開
設
移
動
中
に
寄

る
顧
客
が
増
え
、
多
い
日
は

モ
ー
ニ
ン
グ
だ
け
で

１
０
０
人
を
超
す
。

パ
ン
は
学
校
給
食
、

外
部
の
レ
ス
ト
ラ
ン

や
ホ
テ
ル
へ
冷
凍
で

出
荷
も
す
る
。

各
店
舗
で
共
通
す

る
の
は
、
商
品
の
デ

ザ
イ
ン
や
店
内
の
陳

列
方
法
、
試
食
の
提

供
な
ど
顧
客
目
線
で

分
か
り
や
す
く
す
る

点
だ
。
購
入
者
の
意

見
を
聞
い
て
商
品
を

開
発
し
、
営
業
や
売

り
込
み
に
活
か
し
て
い
る
。

食
材
の
多
く
は
、
施
設
の
農

園
で
と
れ
た
農
産
物
で
、
地

域
農
業
の
維
持
・
発
展
は
も

ち
ろ
ん
、
住
民
の
食
も
支
え

る
。就

労
支
援
部
長
の
井
西
正

義
さ
ん
（
45
）
は
「
こ
れ
ま

で
利
用
者
の
40
人
以
上
が
一

般
企
業
に
就
職
し
て
い
る
。

こ
こ
で
の
経
験
と
そ
れ
ぞ
れ

の
努
力
が
実
り
、
多
く
の
人

は
就
職
先
で
長
く
活
躍
し
て

い
る
」
と
い
う
。

榊
原
さ
ん
は
「
働
く
こ
と

に
関
す
る
多
様
な
ニ
ー
ズ
を

６
次
産
業
化
で
対
応
す
る
。

利
用
者
は
工
夫
次
第
で
、
さ

ま
ざ
ま
な
作
業
を
行
う
こ
と

が
で
き
る
。
特
性
に
合
わ
せ

作
業
を
細
分
化
す
る
こ
と
で

雇
用
の
機
会
が
増
え
、
社
会

参
画
の
推
進
に
役
立
つ
。
経

済
の
活
性
化
に
つ
な
げ
る
こ

と
が
で
き
る
」
と
話
す
。

長
年
、
障
が
い
児
教
育
に

携
わ
っ
て
い
た
代
表
の
榊
原

さ
ん
は
、
障
が
い
者
や
引
き

こ
も
り
者
、
触
法
者
な
ど
に

就
労
の
受
け
皿
を
確
保
し
て

自
立
を
支
援
し
た
い
と
の
強

い
思
い
か
ら
、
１
９
８
０
年

に
福
祉
事
業
を
ス
タ
ー
ト
。


年
に
障
害
者
支
援
施
設
を

設
立
し
た
。

立
ち
上
げ
前
ま
で
、
榊
原

さ
ん
は
特
別
支
援
学
校
の
教

員
だ
っ
た
。
当
時
は
卒
業
す

る
生
徒
の
う
ち
、
一
般
企
業

に
就
職
で
き
る
人
は
少
な

く
、
大
半
は
就
職
で
は
な
く

更
生
施
設
や
就
労
支
援
施
設

で
過
ご
し
て
い
た
。
そ
の
よ

う
な
背
景
か
ら
、
卒
業
生
の

受
け
皿
と
し
て
地
域
や
社
会

に
つ
な
が
る
就
労
支
援
施
設

を
つ
く
る
こ
と
を
決
意
。
現

在
、
同
施
設
の
正
規
職
員
数

は
１
２
０
人
、
非
正
規
職
員

数
２
０
０
人
。
施
設
利
用
者

は
４
０
０
人
を
超
す
。

耕
作
放
棄
地
引
き
受
け

施
設
利
用
者
た
ち
は
農
業

に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。
山

間
部
に
点
在
す
る
耕
作
放
棄

地
を
再
生
し
た
農
地
（
計
約

８
㌶
）
で
米
や
サ
ツ
マ
イ

モ
、
栗
、
タ
マ
ネ
ギ
、
ニ
ン

ジ
ン
な
ど
多
種
類
の
野
菜
を

作
る
。
農
自
然
班
の
60
人
が

周
年
で
栽
培
、
管
理
す
る
。

収
穫
し
た
農
産
物
は
、
県
内

７
カ
所
の
同
施
設
の
カ
フ
ェ

や
レ
ス
ト
ラ
ン
で
扱
う
。

観
光
農
園(
約
５
㌶)

も
運

営
す
る
。
荒
れ
た
茶
畑
を
施

設
利
用
者
と
職
員
が
開
墾
。

植
樹
し
た
２
２
０
０
本
の
木

に
実
っ
た
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー

は
、
毎
年
７
月
～
９
月
上
旬

に
観
光
客
を
呼
び
込
ん
で
収

穫
体
験
を
行
う
。
ジ
ャ
ム
や

洋
菓
子
な
ど
加
工
品
の
製
造

・
販
売
に
も
力
を
入
れ
る
。

ま
た
、
年
間
約
17
㌧
の
収

穫
量
を
誇
る
サ
ツ
マ
イ
モ

（
紅
は
る
か
）
は
干
し
芋
や

ス
イ
ー
ツ
に
加
工
、
近
隣
の

園
児
や
住
民
と
の
芋
掘
り
体

験
の
場
も
提
供
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
活
動
が
注
目
さ

れ
、
地
元
の
高
齢
農
家
か
ら

農
地
の
借
入
や
購
入
の
依
頼

が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

設
利
用
者
と
職
員
が
農
作
業
や
農
産
加
工
を
は
じ

め
、
直
売
所
や
レ
ス
ト
ラ
ン
、
観
光
農
園
な
ど
を
運

営
す
る
。
能
力
や
個
性
を
活
か
し
た
利
用
者
が
重
要

な
働
き
手
と
な
り
、
都
市
部
か
ら
多
く
の
人
を
呼
び

込
ん
で
地
域
経
済
の
活
性
化
に
つ
な
げ
て
い
る
。

農
業
の
人
手
不
足
解
消
と
障
が
い
者
の
心
身
の
健

康
や
社
会
参
画
を
め
ざ
す
「
農
福
連
携
」
が
広
が
り

を
見
せ
て
い
る
。
奈
良
県
奈
良
市
の
障
害
者
支
援
施

設
・
社
会
福
祉
法
人

青あ
お

葉は

仁に

会か
い

（
榊
原
典
俊
理
事

長
、

）
は
県
内
の
耕
作
放
棄
地
を
引
き
受
け
、
施

弁当総菜の調理(デリカテッ

センイーハトーヴＳｏｒａ）

農福連携で地域に活力
能
力
や
個
性
を
活
か
し
た
働
き
手
へ

奈良市 社会福祉法人青葉仁会

カ
フ
ェ･

レ
ス
ト
ラ
ン
開
設

多
様
な
ニ
ー
ズ
６
次
化
で
対
応

榊
原
理
事
長
（
写
真
は
青
葉
仁
会
提
供
）

支援施設が受け皿に

農業加工販売に力

パ
ン
の
製
造

、
店
舗
内


（
カ
フ
ェ
＆
ベ
ー
カ
リ
ー

「
ク
ラ
ム
ボ
ン
」
）

ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
を
摘
む
利
用
者

漫画家･コラムニスト 辛酸なめ子ストラディヴァリウス

ガ
ラ
ス
ケ
ー
ス
に
納
ま
っ
て

い
る
そ
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
は
見

る
か
ら
に
高
貴
な
佇

た
た
ず

ま
い
で
、

逆
に
こ
ち
ら
が
品
定
め
さ
れ
て

い
る
よ
う
な
緊
張
感
を
覚
え
ま

し
た
。
ス
ト
ラ
デ
ィ
ヴ
ァ
リ
ウ
ス
。

イ
タ
リ
ア
で
16
世
紀
か
ら
18
世
紀
に

製
作
さ
れ
た
、
ア
ン
テ
ィ
ー
ク
ヴ
ァ

イ
オ
リ
ン
の
最
高
峰
。
知
人
に
誘
わ

れ
て
潜
入
し
た
富
裕
層
向
け
の
イ
ベ

ン
ト
で
、
展
示
さ
れ
て
い
る
の
を
拝

見
し
ま
し
た
。
数
百
年
前
の
楽
器
が

現
役
で
使
わ
れ
て
、
し
か
も
年
数
が

経た

つ
ご
と
に
音
色
が
深
み
を
増
す
と

は
、
究
極
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
で
す
。

貸
与
プ
ロ
グ
ラ
ム

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
を
展
示
し
て
い
る

老
舗
弦
楽
器
専
門
店
の
社
員
さ
ん

に
、
お
そ
る
お
そ
る
、
お
い
く
ら
億

円
か
伺
う
と
、
な
ん
と
25
億
円
と
の

こ
と
。
１
７
２
３
年
に
作
ら
れ
た
も

の
だ
そ
う
で
す
。
生
き
て
い
て
間
近

で
見
た
最
も
高
額
な
品
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
ち
な
み
に
隣
の
グ
ァ
ダ
ニ
ー

ニ
（
１
７
８
２
年
）
は
５
億
円
だ
そ

う
で
一
瞬
安
い
と
思
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
ゾ
ゾ
創
業
者
前
澤
さ
ん
が
十

数
年
前
に
買
っ
た
ス
ト
ラ
デ
ィ
ヴ
ァ

リ
ウ
ス
は
約
４
億
円
と
、
同
じ
ブ
ラ

ン
ド
で
も
ば
ら
つ
き
が
あ
り
ま
す
。

楽
器
専
門
店
の
方
に
よ
る
と
、
ス
ト

ラ
デ
ィ
ヴ
ァ
リ
ウ
ス
は
年
々
値
上
が

り
し
て
い
る
の
で
、
所
有
し
て
十
年

後
と
か
に
転
売
す
る
と
利
益
が
出
る

と
の
こ
と
。
ま
た
、
こ
の
会
社
で
は

富
裕
層
が
ア
ン
テ
ィ
ー
ク
ヴ
ァ
イ
オ

リ
ン
を
買
っ
て
、
パ
ト
ロ
ン
的
に
将

来
有
望
な
若
い
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト

に
貸
し
出
す
、
と
い
う
貸
与
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
行
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。
お

礼
に
、
演
奏
会
に
招
待
し
て
も
ら
え

る
な
ど
の
特
典
が
。

人
や
芸
術
に
貢
献

と
て
も
億
単
位
の
お
金
は
出
せ
な
い
で
す

が
、
芸
術
家
の
パ
ト
ロ
ン
と
い
う
響
き
に
憧

れ
ま
す
。
会
場
に
は
貸
与
候
補
の
ヴ
ァ
イ
オ

リ
ニ
ス
ト
の
20
代
女
性
が
数
人
い
た
の
で
す

が
、
皆
さ
ん
本
物
の
お
嬢
様
オ
ー
ラ
を
放
っ

て
い
て
…
…
パ
ト
ロ
ン
の
妄
想
な
ん
て
お
こ

が
ま
し
か
っ
た
と
反
省
。
で
も
、
自
分
用
の

ブ
ラ
ン
ド
品
や
別
荘
を
買
う
よ
り
も
、
人
の

た
め
、
芸
術
の
た
め
に
貢
献
で
き
る
素
敵

す

て

き

な

プ
ラ
ン
で
す
。
き
っ
と
人
徳
と
経
済
力
を
兼

ね
備
え
た
パ
ト
ロ
ン
の
適
任
者
が
現
れ
る
こ

と
で
し
ょ
う
。
実
際
、
裕
福
そ
う
な
夫
婦
が

候
補
者
と
談
笑
し
て
い
ま
し
た
。
私
も
高
い

パ
ソ
コ
ン
や
ｉ
Ｐ
ａ
ｄ
を
貸
与
し
て
も
ら
い

た
い
く
ら
い
で
す
…
。

◇
次
回
は
５
月
10
日
付

④

就就
労労
１１
年年
でで
のの
転転
籍籍
可可
能能
にに

就
労
１
年
で
の
転
籍
可
能
に

人
権
保
護

人
材
確
保･

育
成
を
両
立

育
成
就
労
制
度
で
は
、
現

行
の
制
度
で
は
原
則
認
め
ら

れ
て
い
な
い
「
外
国
人
本
人

の
意
向
に
よ
る
転
籍
」
が
認

め
ら
れ
る
。
政
府
方
針
は

「
計
画
的
な
人
材
育
成
の
観

点
か
ら
、
３
年
間
を
通
じ
て

一
つ
の
受
け
入
れ
機
関
で
継

続
的
に
就
労
を
続
け
る
こ
と

が
効
果
的
で
あ
り
望
ま
し

い
」
と
し
つ
つ
も
、
「
就
労

１
年
」
で
の
転
籍
を
可
能
に

し
て
人
権
侵
害
を
防
ぐ
一

方
、
分
野
ご
と
に
延
長
で
き

る
よ
う
に
す
る
こ
と
で
、

「
人
権
保
護
」
と
「
人
材
確

保
と
人
材
育
成
」
の
バ
ラ
ン

ス
を
取
っ
た
形
と
な
っ
た
。

同
一
業
務
区
分
内
（
農
業

分
野
の
場
合
＝
耕
種
農
業

内
、
畜
産
農
業
内
）
に
限
ら

れ
る
ほ
か
、
次
の
要
件
を
い

ず
れ
も
満
た
す
必
要
が
あ

る
。①

期
間
設
定

同
一
の
機
関
に
お
い
て
就

労
し
た
期
間
が
一
定
の
期
間

を
超
え
て
い
る
こ
と
。

当
分
の
間
、
各
分
野
の
業

務
内
容
な
ど
を
踏
ま
え
、
分

野
ご
と
に
１
年
～
２
年
の
範

囲
内
で
設
定
す
る
。
人
材
育

成
の
観
点
を
踏
ま
え
た
上
で

１
年
と
す
る
こ
と
を
め
ざ
し

つ
つ
も
、
１
年
を
超
え
る
期

間
を
設
定
す
る
場
合
は
、
１

年
経
過
後
に
昇
給
そ
の
他
待

遇
の
向
上
な
ど
を
図
る
た
め

の
仕
組
み
を
検
討
す
る
。

政
府
方
針
は
、
地
方
か
ら

都
市
部
へ
の
人
材
流
出
を
懸

念
す
る
声
が
出
て
い
る
こ
と

を
踏
ま
え
、
分
野
ご
と
に
時

限
的
な
措
置
と
し
て
、
転
籍

を
制
限
す
る
期
間
を
延
ば
せ

る
規
定
を
設
け
た
。

「
技
能
実
習
制
度
及
び
特

定
技
能
制
度
の
在
り
方
に
関

す
る
有
識
者
会
議
」
の
最
終

報
告
書
は
、
民
法
や
労
働
基

準
法
上
、
有
期
雇
用
契
約
の

場
合
に
は
１
年
を
超
え
れ
ば

退
職
が
可
能
で
あ
る
こ
と

や
、
国
際
労
働
機
関
（
Ｉ
Ｌ

Ｏ
）
に
対
す
る
ヒ
ア
リ
ン
グ

で
、
民
法
な
ど
の
規
定
と
も

整
合
性
を
と
る
こ
と
に
一
定

の
合
理
性
が
あ
る
と
の
指
摘

を
踏
ま
え
、
就
労
１
年
超
で

転
籍
を
認
め
る
こ
と
を
原
則

と
し
な
が
ら
も
、
政
府
に
経

過
措
置
の
検
討
を
要
請
し
て

い
た
。

②
試
験
合
格

技
能
検
定
試
験
基
礎
級
な

ど
（
農
業
の
場
合
＝
現
行
の

農
業
技
能
実
習
評
価
試
験
の

初
級
相
当
）
お
よ
び
一
定
水

準
以
上
の
日
本
語
能
力
試
験

に
合
格
し
て
い
る
こ
と
。

各
分
野
で
、
日
本
語
能
力

Ａ
１
相
当
の
水
準
か
ら
特
定

技
能
１
号
移
行
時
に
必
要
と

な
る
日
本
語
能
力
の
水
準
ま

で
の
範
囲
内
で
設
定
す
る
。

③
そ
の
他

転
籍
先
が
、
適
切
で
あ
る

と
認
め
ら
れ
る
一
定
の
要
件

を
満
た
す
こ
と
。

３
年
間
の
育
成
期
間
内
で

の
特
定
技
能
１
号
の
技
能
水

準
へ
の
適
切
な
育
成
の
促
進

や
制
度
の
悪
用
防
止
に
向
け

た
措
置
を
設
け
る
。

転
籍
が
認
め
ら
れ
る
要
件

の
概
要
は
、
法
律
で
規
定
す

る
。
各
分
野
で
検
討
・
設
定

す
る
①
の
「
一
定
の
期
間
」

の
具
体
的
な
数
値
や
②
お
よ

び
③
の
要
件
の
具
体
的
な
内

容
な
ど
は
、
主
務
省
令
な
ど

で
規
定
す
る
予
定
と
な
っ
て

い
る
。
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農業、農政問題について、事例や現場の声
を盛り込みながら解説します。
＜過去の取り扱い内容＞
働き方改革　家族経営協定の新しいカタチ
未来へつなぐ　活躍する女性委員
農委の決意表明
フォーカス　食料・農業・農村白書
将来図を描く（解説編、事例編）
過渡期の外国人材制度

４人の執筆者による週
替わりのコラム。
思わず「あるある！」
「そうそう！」とうな
ずいてしまうような視
点が人気です！

地帯ごとの気温や降水量の傾向など
の気象予報を、すぐに目につく題字
下に掲載！答えが気になる「お天気
クイズ」にも挑戦を！

石川県農業会議会長  山田　修路

プチ生物研究科   谷本　雄治 プチ生物研究科   谷本　雄治

１面

電子版とオンライ
ン講座が無料で見
ることができるパ
スワードを掲載



２面の特徴　◆ここだけ読めば１週間の農政の動きが分かる！

３面の特徴　◆解説に重点を置いた面です

トップの２大注目コーナー

現場の生の声がわかる
▶農人伝 … 農政ジャーナリスト榊田みどり氏の構成による農業関係者の生きざまを集中連載

▶つれづれ農日記 … 農業者の生の声をじかに感じる！リレー執筆

農業者はもちろんのこと、農政の動きを把握している必要が
ある農業委員会をはじめとする農業関係機関の皆様にもおすす
めです。　見逃しがちな公募事業情報も発信します。

▶人ひと … 最先端で活躍する農業人にインタビュー

専門家による時事解説や、話題の用語や法律改正、新技術など、農業者に詳しく知っていただきたい
内容を農家目線で分かりやすく紹介します。

▶ ハニワの農地あっせん日記 … 
ジャーナリストの榊田みどり氏が
監修。農業委員会の様々なエピ
ソードを女性委員のハニワさんが
マンガで伝えます。

3

深
層

農人伝

振
動
の
周
波
数
と
時
間
の
効
果
解
明

森
林
総
合
研
究
所
東
北
支

所
（
岩
手
県
）
の
高
梨
琢
磨

生
物
被
害
研
究
グ
ル
ー
プ
長

ら
の
研
究
チ
ー
ム
は
こ
の
ほ

ど
、
特
定
の
振
動
で
シ
イ
タ

ケ
の
発
生
や
菌
糸
の
成
長
が

促
進
さ
れ
る
こ
と
を
明
ら
か

に
し
ま
し
た
。
ま
た
、
振
動

を
用
い
た
シ
イ
タ
ケ
の
害
虫

に
対
す
る
防
除
法
の
特
許
を

取
得
し
ま
し
た
。
シ
イ
タ
ケ

栽
培
に
お
け
る
成
長
促
進
と

害
虫
防
除
の
一
石
二
鳥
の
効

果
が
あ
る
技
術
と
し
て
、
実

用
化
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

◎
振
動
で｢

成
長
促
進｣

シ
イ
タ
ケ
栽
培
で
原
木
や

培
地
を
た
た
く
な
ど
で
振
動

を
与
え
る
と
、
発
生
が
促
進

す
る
こ
と
は
経
験
的
に
行
わ

れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、

そ
の
振
動
の
周
波
数
は
特
定

さ
れ
て
お
ら
ず
、
科
学
的
に

裏
付
け
ら
れ
る
の
は
世
界
初

で
す
。
シ
イ
タ
ケ
の
発
生
、

菌
糸
の
成
長
は
、
特
定
の
振

動
が
影
響
す
る
と
二
つ
の
実

験
か
ら
わ
か
り
ま
し
た
。

一
つ
は
実
験
室
内
の
シ
ャ

ー
レ
で
の
実
験
で
す
。
シ
イ

タ
ケ
菌
糸
を
植
え
た
寒
天
培

地
に
特
定
の
振
動
を
与
え
る

と
、
振
動
を
与
え
な
い
対
照

区
と
比
べ
菌
糸
面
積
が
36
％

増
え
ま
し
た
。
振
動
は
周
波

数
１
千
㌹
で
、
持
続
時
間
２

秒
、
休
止
時
間
13
秒
の
パ
タ

ー
ン
を
一
定
期
間
繰
り
返
し

ま
し
た
。
二
つ
目
が
栽
培
棚

に
並
べ
た
菌
床
で
の
試
験
で

す
。
振
動
を
与
え
た
区
の
本

数
が
対
照
区
よ
り
25
％
増

え
、
重
量
も
増
加
し
ま
し

た
。
与
え
た
周
波
数
は
８
０

０
㌹
。
同
じ
持
続
時
間
、
休

止
時
間
を
一
定
期
間
繰
り
返

し
ま
し
た
。
こ
の
一
連
の
結

果
か
ら
、
振
動
技
術
で
収
量

の
増
加
に
つ
な
が
る
可
能
性

が
示
さ
れ
ま
し
た
。

◎
振
動
で｢

害
虫
防
除｣

研
究
チ
ー
ム
は
ま
た
、
重

要
害
虫
・
キ
ノ
コ
バ
エ
類
に

対
す
る
防
除
法
も
開
発
し
、

東
北
特
殊
鋼
㈱(

宮
城
県)

と

共
同
で
特
許(

向
井
高
梨
ほ

か
３
人)

を
取
得
こ
れ
ま
で

も
ト
マ
ト
や
樹
木
の
害
虫
を

振
動
で
防
除
す
る
技
術
開
発

を
進
め
て
き
ま
し
た

昆
虫

は
振
動
に
対
し
て
感
受
性
を

持
ち
振
動
を
避
け
る
習
性
が

あ
る
た
め

こ
の
性
質
を
逆

手
に
と
っ
た
防
除
法
で
す


検
証
試
験
で
は
、
８
０
０

㌹
な
ど
の
周
波
数
の
振
動
を

シ
イ
タ
ケ
の
成
長
促
進
の
試

験
と
同
じ
時
間
で
栽
培
棚
に

並
べ
た
菌
床
上
の
幼
虫
に
与

え
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
対

照
区
に
比
べ
キ
ノ
コ
バ
エ
類

の
さ
な
ぎ
や
成
虫
の
発
生
が

遅
れ
た
だ
け
で
な
く
、
発
生

し
た
成
虫
も
減
り
ま
し
た
。

キ
ノ
コ
バ
エ
類
の
幼
虫
は

菌
床
を
食
害
す
る
た
め
、
出

荷
前
の
シ
イ
タ
ケ
に
混
入
す

る
問
題
が
生
じ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
技
術
の
確
立

で
収
穫
後
の
害
虫
の
除
去
作

業
の
省
力
化
に
つ
な
が
る
こ

と
も
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

◇

◇

同
研
究
は
生
研
支
援
セ
ン

タ
ー
の
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
研
究
・
実
用
化
推
進

事
業
に
よ
る
支
援
を
受
け
て

行
わ
れ
ま
し
た
。

◇
次
回
は
５
月

日
付

菌
床
に
特
定
の
振
動
を
与
え
る

と
シ
イ
タ
ケ
の
本
数
が
増
え
る

傾
向
が
見
ら
れ
た(

写
真
は
い

ず
れ
も
森
林
総
合
研
究
所
提
供)

寒天培地上に広がるシイタ

ケの菌糸。振動区（左）は

対照区より成長量が増えた

日
米
が
生
産
性
向
上
に
も
配
慮

農
水
省
が
準
備
し
た
桜
の

苗
木
は
米
国
を
公
式
訪
問
し

た
岸
田
文
雄
首
相
一
行
の
専

用
機
に
積
み
込
ま
れ
、
４
月

10
日
、
ワ
シ
ン
ト
ン
で
首
相

夫
妻
か
ら
日
米
友
好
の
証
し

と
し
て
贈
呈
さ
れ
た
。

尾
崎
行
雄
東
京
市
長
ら
に

よ
っ
て
３
千
本
の
桜
が
贈
ら

れ
た
の
は
１
９
１
２
年
。
世

紀
を
跨ま

た

い
で
米
国
市
民
に
広

く
親
し
ま
れ
て
き
た
が
、
老

朽
化
が
著
し
く
、
ち
ょ
う
ど

更
新
の
時
期
に
差
し
掛
か
っ

て
い
た
。
新
た
に
贈
る
２
５

０
本
の
桜
は
、
２
０
２
６
年

に
建
国
２
５
０
年
を
迎
え
る

米
国
に
と
っ
て
記
念
す
べ
き

桜
と
な
る
。

バ
イ
デ
ン
大
統
領
と
の
首

脳
会
談
の
成
果
は
共
同
声
明

に
ま
と
め
ら
れ
た
。
こ
の
う

ち
同
省
に
関
係
す
る
の
は

〝

強
き
ょ
う

靱じ
ん

で
責
任
あ
る
水
産

物
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
促

進
に
つ
い
て
議
論
す
る
〟
と

す
る
部
分
だ
け
だ
が
、
声
明

を
下
支
え
す
る
『
フ
ァ
ク
ト

シ
ー
ト
』
（
付
属
概
要
書
）

に
お
い
て
は
「
食
料
安
全
保

障
及
び
持
続
可
能
な
農
業
の

強
化
」
が
両
国
間
で
の
協
力

活
動
計
画
の
一
つ
と
し
て
位

置
付
け
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
中
身
は
農
業
生
産
か

ら
排
出
さ
れ
る
温
室
効
果
ガ

ス
の
削
減
に
関
す
る
共
同
研

究
、
種
子
・
土
壌
の
健
全
性

に
関
す
る
研
究
の
創
設
な
ど

で
あ
る
。
背
景
に
あ
る
の
は

規
制
を
前
面
に
押
し
出
す
欧

州
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
に
は
同

意
し
か
ね
る
と
い
う
根
強
い

警
戒
感
で
あ
り
、
日
米
両
国

は
農
業
の
生
産
性
向
上
を
も

視
野
に
入
れ
る
新
た
な
枠
組

み
の
構
築
で
歩
調
を
合
わ
せ

て
い
こ
う
と
す
る
。

昨
年
４
月
、
宮
崎
市
で
開

か
れ
た
Ｇ
７
農
相
会
合
で
日

米
両
国
は
『
持
続
可
能
な
農

業
に
関
す
る
日
米
対
話
』
の

設
置
で
合
意
し
た
。
そ
れ
以

前
か
ら
〝
フ
ァ
ー
ム
・
ト
ゥ

・
フ
ォ
ー
ク
〟
戦
略
で
有
機

農
業
、
地
球
温
暖
化
対
策
な

ど
で
自
ら
に
有
利
な
ル
ー
ル

づ
く
り
を
進
め
よ
う
と
し
て

い
た
欧
州
連
合
（
Ｅ
Ｕ
）
に

対
抗
す
る
共
同
戦
線
で
あ

る
。１

回
目
の
対
話
は
今
年
２

月
に
開
か
れ
、
〝
生
産
性
向

上
と
環
境
問
題
が
両
立
す
る

取
り
組
み
が
必
要
〟
と
の
認

識
で
一
致
し
、
Ｅ
Ｕ
の
思
惑

に
日
米
両
国
は
く
さ
び
を
打

ち
込
ん
だ
格
好
に
な
っ
て
お

り
、
そ
れ
が
今
回
の
首
脳
会

談
で
の
フ
ァ
ク
ト
シ
ー
ト
に

も
反
映
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ほ
ど
の
テ
ー
マ
。
両

首
脳
が
直
接
言
及
し
て
も
よ

か
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
…
。

入
社
式
の
日
に
親
が｢

帰
っ
て
き
て
く
れ｣

林 浩陽 ❸

石川･野々市市

充
実
し
た
大
学
生
活

大
学
時
代
は
、
本
当
に
楽
し

か
っ
た
で
す
ね
。
授
業
も
刺
激

的
だ
っ
た
し
、
大
好
き
な
モ
ノ

づ
く
り
に
没
頭
し
、
大
学
で
も

サ
ッ
カ
ー
部
に
入
り
ま
し
た
。

自
宅
か
ら
通
学
し
て
い
ま
し

た
が
、
ほ
と
ん
ど
友
人
の
下
宿

に
泊
ま
っ
て
い
て
、
あ
ま
り
帰

ら
な
か
っ
た
か
な
あ
。

農
繁
期
に
農
業
労
働
力
と
し

て
こ
き
使
わ
れ
る
の
は
変
わ
ら

な
か
っ
た
け
れ
ど

友
人
が
何

人
も
林
農
産
に
バ
イ
ト
に
来
て

い
て

僕
が
い
な
く
て
も
朝
飯

ま
で
勝
手
に
食
べ
て
い
た
し


仲
間
が
い
た
お
か
げ
で
高
校
時

代
よ
り
つ
ら
く
な
か
っ
た
ん
で

す
そ

う
そ
う
、
お
や
じ
が
車
を

買
っ
て
く
れ
る
と
い
う
の
で
喜

ん
で
い
た
ら
、
そ
れ
が
な
ん
と

軽
ト
ラ
！

お
か
げ
で
同
級
生

や
先
輩
か
ら
引
っ
越
し
の
手
伝

い
を
よ
く
頼
ま
れ
ま
し
た
ね
。

当
時
は
バ
ブ
ル
期
前
夜
だ
っ

た
か
ら
就
職
も
売
り
手
市
場


大
学
２
年
の
終
わ
り
に
は｢

研

修｣

と
い
う
名
目
で
企
業
の
青

田
刈
り
が
始
ま
り
ま
し
た


車
や
バ
イ
ク
が
好
き
だ
っ
た

僕
が
希
望
し
た
就
職
先
は
、
本

田
技
研
工
業
で
し
た
。
す
ぐ
に

内
定
を
も
ら
え
て
、
大
学
３
～

４
年
の
こ
ろ
は
、
何
度
か
埼
玉

県
に
あ
る
ホ
ン
ダ
本
社
に
研
修

で
通
い
ま
し
た
。
ト
ヨ
タ
の
車

で
行
っ
て
、
苦
笑
い
さ
れ
ま
し

た
が
（
笑
）
。

工
業
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
夢
を
つ
か
む
が

１
９
８
３
年(

昭
和
58)


無

事
に
大
学
を
卒
業
し

ホ
ン
ダ

に
就
職
入
社
式
の
会
場
は
あ

の
鈴
鹿
サ
ー
キ
ッ
ト

工
業
デ

ザ
イ
ナ
ー
と
し
て
の
第
一
歩


期
待
し
か
な
か
っ
た
で
す
ね


と
こ
ろ
が
、
入
社
式
を
終
え

て
会
社
の
宿
舎
に
戻
る
と
、
親

か
ら
電
話
が
か
か
っ
て
き
た
ん

で
す
。
何
か
と
思
っ
た
ら
、

「
会
社
を
辞
め
て
帰
っ
て
き
て

く
れ
」
。

そ
り
ゃ
驚
き
ま
す
よ
。
冗
談

じ
ゃ
な
い
と
即
、
断
り
ま
し

た
。
そ
の
後
も
、
研
修
先
に
何

度
も
親
か
ら
電
話
が
来
ま
し
た

が
、
無
視
し
続
け
ま
し
た
。
田

植
え
期
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー

ク
も
帰
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

で
も
、
お
盆
に
な
っ
て
、
さ

す
が
に
帰
省
す
る
と
、
そ
こ
に

は
疲
弊
し
き
っ
た
父
母
の
姿
が

あ
り
、
心
が
揺
れ
ま
し
た
。
経

営
面
積
が
20
㌶
に
な
り
、
両
親

ふ
た
り
で
は
、
も
う
限
界
を
超

え
て
い
た
の
で
す
。

会
社
に
戻
っ
て
上
司
に
相
談

し
ま
し
た
。
引
き
留
め
て
く
れ

る
か
と
思
っ
た
ら
、
な
ん
と
逆

に
「
辞
め
る
な
ら
早
く
辞
め
て

く
れ
」
（
笑
）
。

デ
ザ
イ
ン
部
署
に
は
機
密
情

報
が
た
く
さ
ん
あ
り
、
入
社
５

年
も
す
る
と
、
開
発
チ
ー
ム
に

配
属
さ
れ
、
機
密
情
報
に
触
れ

る
こ
と
に
な
る
。
辞
め
る
な
ら

そ
の
前
に
、
と
い
う
の
で
す
。

悩
ん
だ
末
、
「
モ
ノ
づ
く
り

は
、
デ
ザ
イ
ン
も
農
業
も
同

じ
」
と
自
分
に
言
い
聞
か
せ
、

そ
の
年
の
秋
に
退
職
し
、
帰
郷

し
ま
し
た
。
わ
ず
か
半
年
の
会

社
員
生
活
で
し
た
。

構
成

榊
田
み
ど
り

美大だけに仮装イベントも

たびたび（手前が林氏）

さ
ま
ざ
ま
な
亜
熱
帯
果
樹
の
栽
培
に
挑
戦
！

裏
庭
か
ら
ス
タ
ー
ト

こ
ん
に
ち
は
！

私
は
ア
ボ
カ

ド
、
ラ
イ
チ
な
ど
、
ト
ロ
ピ
カ
ル

フ
ル
ー
ツ
苗
木
の
生
産
を
行
う
農

園
を
営
む
、

東
ひ
が
し

愛
理

あ

い

り

と
申
し
ま

す
。
就
農
し
て
今
年
で
19
年
目
、

元
気
な
小
１
男

児
の
母
で
す
。

私
が
就
農
し

た
き
っ
か
け
は
２
０
０
５
年
、
短

大
１
年
生
の
時
に
、
趣
味
の
延
長

で
農
業
の
ま
ね
ご
と
を
し
て
み
よ

う
と
、
家
族
に
手
伝
っ
て
も
ら
っ

て
、
足
場
パ
イ
プ
を
組
み
合
わ
せ

た
手
作
り
の
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
を

祖
父
母
宅
の
裏
庭
に
作
っ
た
こ
と

が
、
始
ま
り
で
す
。

広
さ
は
６
㍍
×
４
㍍
の
24
平
方

㍍
、
赤
く
て
か
わ
い
い
か
ら
と
マ

ン
ゴ
ー
の
栽
培
を
め
ざ
し
ま
し
た

が
、
ま
ず
は
収
穫
ま
で
の
期
間
が

短
い
パ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ル
ー
ツ
の
鉢

植
え
を
50
鉢
ほ
ど
入
れ
、
冬
季
は

家
庭
用
の
灯
油
ス
ト
ー
ブ
で
暖
房

を
し
ま
し
た
。

祖
父
母
や
、
隣
の
家
の
方
ま
で

見
守
っ
て
く
だ
さ
り
、
霜
や
積
雪

に
も
負
け
ず
、
パ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ル

ー
ツ
は
ぐ
ん
ぐ
ん
育
ち
ま
し
た
。

私
は
周
囲
の
勧
め
も
あ
っ
て
新

規
就
農
し
、
祖
父
母
の
知
人
か
ら

農
地
を
借
り
て
、
本
格
的
に
ハ
ウ

ス
栽
培
を
始
め
ま
し
た
。

念
願
の
マ
ン
ゴ
ー
栽
培
も
始
め

ま
し
た
が
、
当
時
は
マ
ン
ゴ
ー
ブ

ー
ム
直
前
、
接
ぎ
木
苗
が
手
に
入

ら
ず
実
生
か
ら
育
て
始
め
て
接

ぎ
木
を
し

収
穫
が
始
ま
る
ま
で

の
４
年
間

燃
料
費
の
捻
出
の
た

め
に

祖
父
母
が
生
産
し
た
野
菜

と
パ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ル
ー
ツ
の

朝

市
で
の
販
売
に
奔
走
し
ま
し
た


冬
は
氷
点
下
の
年
も

当
園
は

鹿
児
島
県
の
中
山
間

部

冬
季
は
マ

イ
ナ
ス
６
度
ま

で
下
が
る
年
も

あ
り
ま
す


そ
ん
な
土
地
柄
、
よ
う
や
く
マ

ン
ゴ
ー
の
収
穫
が
始
ま
っ
て
か
ら

も
、
燃
料
費
の
高
騰
に
苦
労
し
、

マ
ン
ゴ
ー
生
産
の
規
模
を
拡
大
す

る
よ
り
、
も
っ
と
耐
寒
性
が
強

く
、
小
加
温
ま
た
は
無
加
温
で
も

栽
培
可
能
、
か
つ
珍
し
い
果
物
と

し
て
、
ラ
イ
チ
や
ア
ボ
カ
ド
を
中

心
に
さ
ま
ざ
ま
な
亜
熱
帯
果
樹
の

栽
培
に
挑
戦
し
て
い
こ
う
と
決
意

し
ま
し
た
。

◇
次
回
は
５
月
31
日
付

家族で、祖父母の家の庭に

小さな手作りハウスを製作

微
粒
子
に
よ
る
光
の
散
乱

ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
な
ど
を
含
ん
だ
温
泉
水
が
美
瑛
川
と
混
ざ
る
こ
と
で
微
粒
子
が
発
生
し
ま
す
。

（第３種郵便物認可）全 国 農 業 新 聞年(令和6年)()総合３３

２面（農政ニュースをまとめて確認）
３面（農政・用語解説 ）

▶なんでも聞いちゃえアグリの話（３週に掲載）
いまさら聞けない○○って何？を対話形式でやさ

しく解説。新任委員さんや学生さんにもおすすめです。

▶アグリとサイエンス（４週に掲載）
目で見て分かりやすい！最新農業技術を紹介。
４コマ漫画や豊富な写真で解説します。

＜過去の解説記事一例＞
「農業版ＢＣＰ」って何？
適正な価格形成は「悩ましい問題」
増えている「子ども食堂」
スギ花粉発生量、30年後に半減
全ての事業などで環境負荷低減が義務化

「モヒカン農家のいる農園」
㈱ファームフレッシュヤマザキ
蒲原の風が育てたお米をお届けします
新潟県　山嵜　哲志

１週

▶ ▶ ▶「畑と心の四季」
うちやま農園

北海道　内山　佳奈

２週

「トロピカルフルーツ栽培の楽しみ♪」
ゆす村農園㈲

元気なアボカド苗木を育てる
鹿児島県　東　愛理

４週

「自然を愛し、運命に従え」
新規就農20周年
㈲はんだ代表

島根県　反田　孝之

３週

私たちと一緒に農業をより深く、
楽しく勉強しましょう‼

耕一

いなかに住む瑞穂の伯父
（50歳）

瑞穂

都内の普通科高校１年生
（16歳）

2024年 4月 26日号
「振動がシイタケの成長促し、害虫も防除」より



最新の技術や農業機械、
先進農家の取り組みを紹介

秋
に
は
パ
ン
ジ
ー
、
ビ
オ
ラ

な
ど
を
年
間
通
し
て

品

目
、
約

万
鉢
生
産
す
る
。

独
学
で
育
種
に
取
り
組
み

試
行
錯
誤
の
末
、
２
０
１
６

年
に
パ
ン
ジ
ー
の
オ
リ
ジ
ナ

ル
品
種｢

ド
ラ
キ
ュ
ラ｣

を
育

成
し
た
。
花
型
が
球
状
に
な

り
か
わ
い
ら
し
い
外
観
と
と

も
に
、
花
弁
が
強
く
波
打
ち

フ
リ
ル
咲
き
す
る
妖
艶

よ
う
え
ん

な
印

象
を
与
え
る
。
ま
る
で
マ
ン

ト
を
翻
す
ド
ラ
キ
ュ
ラ
伯
爵

の
よ
う
だ
。
取
引
先
の
園
芸

店
で
つ
け
て
も
ら
っ
た
ネ
ー

ミ
ン
グ
は
商
品
の
イ
メ
ー
ジ

を
引
き
立
た
せ
た
。

佐
藤
さ
ん
は
「
突
然
変
異

で
色
や
型
が
偶
然
出
現
し
た

も
の
を
見
逃
さ
ず
、
コ
ツ
コ

ツ
と
掛
け
合
わ
せ
て
い
っ

た
」
と
に
こ
や
か
に
話
す
。

パ
ン
ジ
ー
を
小
売
単
価
１
鉢

１
千
円
～
１
５
０
０
円
の
ブ

ラ
ン
ド
へ
と
押
し
上
げ
た
。

こ
れ
は
地
元
ホ
ー
ム
セ
ン
タ

ー
の
苗
の

倍
以
上
の
価
格

だ
と
い
う
。

グ
苗
の
会
社
で
花
壇
苗
の
生

産
を
２
年
間
学
ん
だ
。

１
９
８
８
年
に
帰
国
し
、

実
家
の
農
地
に
ビ
ニ
ー
ル
ハ

ウ
ス
を
新
設
。
米
国
で
学
ん

で
き
た
技
術
を
活
か
し
、


歳
で
サ
ト
ウ
園
芸
を
創
業
し

た
。
ち
ょ
う
ど
ガ
ー
デ
ニ
ン

グ
ブ
ー
ム
が
始
ま
っ
た
時
期

で
、
収
益
性
の
高
い
花
壇
苗

づ
く
り
に
転
換
し
た
。

市
街
地
に
あ
る
２
棟
の
ハ

ウ
ス
（
栽
培
面
積
計
４
３
０

０
平
方
㍍
）
で
春
は
ペ
チ
ュ

ニ
ア
カ
リ
ブ
ラ
コ
ア
ニ
チ

ニ
チ
ソ
ウ
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト


を
継
ご
う
と
考
え
て
い
た
。

そ
の
後
、
農
業
研
修
生
と
し

て
米
国
コ
ロ
ラ
ド
州
の
プ
ラ

水
稲
や
施
設
野
菜
の
農
家

に
生
ま
れ
た
佐
藤
さ
ん
は
大

学
で
野
菜
栽
培
を
専
攻
、
跡

大
型
園
芸
店
と
連
携
し
て
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
築
く
な
ど
、

全
国
約
２
５
０
社
の
園
芸
店

に
出
荷
し
て
い
る
。

Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
イ
ン
ス
タ
グ
ラ

ム
を
活
用
し
て
顧
客
ニ
ー
ズ

を
把
握
支
持
を
得
る
パ
ン

ジ
ー
・
ビ
オ
ラ
見
学
会
と
題

し
て
全
国
の
園
芸
フ
ァ
ン
に

試
作
品
を
見
て
も
ら
う
イ
ベ

ン
ト
を
毎
年
２
月
に
開
く
。

熱
心
な
フ
ァ
ン
の
率
直
な
声

が
次
の
品
種
改
良
の
ヒ
ン
ト

に
な
っ
て
い
る
と
い
う
。

今
後
は
、
海
外
向
け
オ
リ

ジ
ナ
ル
品
種
の
販
売
や
マ
ー

ケ
ッ
ト
の
開
拓
を
め
ざ
す
。

英
会
話
の
勉
強
に
も
励
む
。

栽
培
技
術
で
は
、
強
い
苗

を
育
て
長
く
楽
し
め
る
花

を
、
と
潅
水
管
理
に

年
を

費
や
し
た
。
水
や
り
は
生
育

状
態
を
見
な
が
ら
一
鉢
ず
つ

丁
寧
に
行
う
。
最
盛
期
は
約

８
時
間
か
か
る
。
大
量
の
水

を
使
う
た
め
、
地
下
水
を
ポ

ン
プ
で
く
み
上
げ
て
い
る
。

培
養
土
づ
く
り
や
育
苗
は

専
門
業
者
に
委
託
、
高
品
質

な
苗
づ
く
り
に
専
念
す
る
。

自
身
で
販
売
価
格
を
設
定
す

る
と
い
っ
た
市
場
動
向
の
影

響
を
受
け
な
い
手
法
を
採
っ

て
お
り
、
園
芸
店
と
提
携
し

全
量
を
定
価
で
直
接
販
売
す

る
。
福
岡
県
行
橋
市
に
あ
る

オリジナル品種のドラキュラ（左）と

ローブドゥアントワネット（右）

群
馬
県
高
崎
市
に
あ
る
サ
ト
ウ
園
芸
の
佐
藤
勲
代
表
取
締
役(

)

は
品
種
改
良
で
独
創
的
な
花
壇
苗
を
次
々
と
開
発
、
全
国
の
園
芸
家

を
魅
了
す
る
。
米
国
の
栽
培
技
術
を
活
か
し
ブ
ラ
ン
ド
力
を
高
め

た
。
全
国
の
園
芸
店
と
の
直
接
販
売
に
よ
っ
て
安
定
し
た
経
営
を
実

現
。
常
に
新
た
な
品
種
を
生
み
出
す
努
力
を
続
け
る
。

試
行
錯
誤
重
ね
品
種
改
良

ブ
ラ
ン
ド
力
高
め
収
益
性
ア
ッ
プ

全
国
の
園
芸
店
と
提
携
直
接
販
売

独創的な花壇苗次々開発
群群馬馬･･高高崎崎市市 ササトトウウ園園芸芸群馬･高崎市 サトウ園芸

２
棟
の
ハ
ウ
ス
で
年
間

品

目
、
約

万
鉢
生
産
す
る

米国で学んだ栽培技術を活かし

苗を生産している佐藤さん

ＳＮＳで顧客ニーズ把握

自身で価格を設定し販売
育苗は委託良質苗づくりに専念

誰にも負けない強みと平均点以上の強みを作ろう

商
品
を
高
く
売
る
に
は
？

ＱＱＱＱＡＡＡＡ Ｑ

資
材
費
や
燃
料
、
人
件

費
が
高
騰
し
て
い
く
中
で

商
品
を
も
っ
と
高
く
売
り
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
栽
培
か
ら
気
を

つ
け
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

Ａ

旗
艦
商
品
、
フ
ラ
ッ
グ

シ
ッ
プ
と
も
い
い
ま
す

が
、
農
園
の
魂
と
技
術
を
す
べ
て

注
ぎ
込
ん
で
で
き
た
農
園
を
象
徴

す
る
最
高
品
質
の
農
産
物
で
す
。

人
や
技
術
、
時
間
と
い
っ
た
経
営

資
源
に
は
限
り
が
あ
り
、
そ
う
そ

う
売
れ
る
も
の
で
も
な
い
の
で
、

畑
を
決
め
る
な
ど
し
て
戦
略
的
に

農
産
物
を
ラ
ン
ク
分
け
す
る
の
で

す
。
私
た
ち
の
農
園
も

最
高
ラ

ン
ク

販
売
用

観
光
用

パ
フ
ェ

用

加
工
用
な
ど

に
分
け
て
栽
培
方

法
を
戦
略
的
に
工

夫
し
て
い
ま
す
。

茨
城
県
の
有
名
な
野
口
農
園
の

最
高
級
蓮レ

ン

根コ
ン｢

柳
蓮
田
蓮
根

國
之

介｣


１
本
５
万
４
千
円
で
す

こ

の
戦
略
を
自
分
な
り
に
分
析
す
る

と
、
こ
う
い
う
こ
と
で
は
な
い
か

と
思
う
の
で
す
。
値
段
を
高
く
す

る
と
、
お
客
さ
ま
は
理
由
を
知
り

た
く
な
る
。
そ
こ
で
農
園
の
歴
史

や
栽
培
の
思
い
を
伝
え
ら
れ
る


そ
し
て

こ
ん
な
に
高
い
ん
だ
か

ら
き
っ
と
素
晴
ら
し
い
に
違
い
な

い
。
今
買
わ
な
い
と
手
に
入
ら
な

く
な
る

そ
う
し
て
高
く
売
れ
る

か
ら
箱
を
桐き

り

箱ば
こ

に
で
き
た
り
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
お
金
が
か
け
ら

れ
る
取
材
も
増
え
る
プ
レ
ゼ
ン

ト
需
要
も
増
え
る
。
結
果
、
さ
ら

に
売
れ
る
。
そ
の
ト
ッ
プ
ブ
ラ
ン

ド
は
畑
か
ら
数
％
し
か
収
穫
で
き

な
い
が
、
そ
の
ブ
ラ
ン
ド
を
栽
培

し
て
い
る
農
業
経
営
者
と
い
う
こ

と
で
、
下
位
の
農
産
物
が
い
い
価

格
で
売
れ
る
と
い
う
戦
略
で
す
。

長
崎
県
の
五
島
列
島
で
生
産
販

売
さ
れ
る｢

五
島
つ
ば
き

蒸
じ
ょ
う

溜
り
ゅ
う

所じ
ょ｣

の｢

Ｇ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
Ｊ
Ｉ
Ｎ｣

１
本

５
千
円
で
す
が
、
生
産
量
に
も
限

り
が
あ
り
３
カ
月
待
ち
で
す
。
ベ

ー
ス
に
な
る
蒸
留
酒
に
い
ろ
ん
な

植
物
の
風
味
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
つ

け
て
香
り
を
楽
し
む
お
酒
で
す


代
表
的
な
植
物
は
ジ
ュ
ニ
パ
ー
ベ

リ
ー
、
カ
ル
ダ
モ
ン
シ
ー
ド
な
ど

で
す
が
、
こ
こ
は
五
島
椿
を
メ
イ

ン
の
風
味
に
選
ん
で
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
例
の
よ
う
に
、
お
い

し
い
こ
と
、
珍
し
い
こ
と
な
ど
、

誰
に
も
負
け
な
い
強
み
と
、
そ
れ

以
外
で
も
平
均
点
以
上
の
強
み
が

二
つ
あ
れ
ば
、
同
じ
よ
う
な
戦
略

を
と
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま

す
。

◇
次
回
は
５
月
10
日
付

農
家
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
－
効
果
的
な
使
い
方
－

①

ＳＳ
ＮＮ
ＳＳ
とと
はは
何何
かか

ＳＳ
ＮＮ
ＳＳ
とと
はは
何何
かか

Ｓ
Ｎ
Ｓ
と
は
何
か

農
業
専
門
ラ
イ
タ
ー

鈴

木

雄

人

今
回
か
ら
始
ま
る
連
載

は
、
私
自
身
が
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
使

い
農
業
の
情
報
を
発
信
し
た

り
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
講
座
を
受
け

た
り
、
全
国
の
生
産
者
を
取

材
し
た
中
で
聞
い
て
き
た
り

し
た
情
報
を
下
に
、
生
産
者

に
と
っ
て
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
利
用
に

つ
い
て
紐ひ

も

解と

い
て
い
く
企
画

で
あ
る
。

初
回
は
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
と
は
何

か
に
つ
い
て
話
を
し
て
い
き

た
い
と
思
う
。

ま
ず
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
と
は
「
Ｓ

ｏ
ｃ
ｉ
ａ
ｌ

Ｎ
ｅ
ｔ
ｗ
ｏ

ｒ
ｋ
ｉ
ｎ
ｇ

Ｓ
ｅ
ｒ
ｖ
ｉ

ｃ
ｅ
」
の
略
称
で
あ
り
、
意

味
と
し
て
は
「
社
会
的
な
人

と
人
と
の
つ
な
が
り
を
新
た

に
形
成
し
た
り
、
深
め
た
り

す
る
機
能
を
提
供
す
る
サ
ー

ビ
ス
」
の
こ
と
を
指
す
。
代

表
的
な
機
能
で
い
う
と
、
つ

ぶ
や
き
や
写
真
な
ど
を
投

稿
、
共
有
し
た
り
す
る
こ
と

が
で
き
る
も
の
が
あ
る
。
そ

の
他
に
も
、
共
有
さ
れ
た
レ

シ
ピ
や
飲
食
店
が
集
ま
る
投

稿
サ
イ
ト
、
関
係
を
深
め
る

た
め
に
使
わ
れ
る
メ
ッ
セ
ー

ジ
や
音
声
通
話
な
ど
も
含
ま

れ
て
く
る
。

Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
利
用
場
面
と
し

て
は
、
距
離
が
離
れ
た
人
同

士
が
連
絡
を
と
る
手
段
や
日

本
に
い
な
が
ら
海
外
の
人
と

も
つ
な
が
る
こ
と
が
で
き
る

な
ど
、
友
人
関
係
を
維
持
す

る
も
の
に
使
用
し
た
り
、
新

た
な
友
人
関
係
を
直
接
会
わ

な
く
と
も
築
い
た
り
す
る
こ

と
に
多
く
使
わ
れ
る
。
さ
ら

に
は
、
企
業
も
Ｓ
Ｎ
Ｓ
内
へ

参
入
し
て
お
り
、
個
人
間
だ

け
で
な
く
企
業
と
個
人
の
よ

う
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
形
も
可
能
と
な
る
の
だ
。

ま
た
、
近
年
は
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
だ
け
で
な
く
、

店
舗
の
検
索
な
ど
情
報
取
得

の
手
段
と
し
て
利
用
さ
れ
る

こ
と
も
少
な
く
な
い
。
サ
ー

ビ
ス
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
使
っ
た

集
客
の
手
段
と
し
て
利
用
さ

れ
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
見
受

け
ら
れ
る
。

こ
う
い
っ
た
よ
う
に
、
利

用
者
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な

使
い
方
が
可
能
で
あ
り
、
地

方
や
都
心
な
ど
関
係
な
く
、

ど
こ
に
い
て
も
自
由
な
使
い

方
が
で
き
る
の
が
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の

最
大
の
特
徴
で
あ
る
。

第
２
回
で
は
、
具
体
的
に

Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
は
ど
ん
な
サ
ー
ビ

ス
が
あ
る
の
か
。
農
業
と
相

性
の
い
い
Ｓ
Ｎ
Ｓ
は
何
か
。

に
つ
い
て
紐
解
い
て
い
き
た

い
。

ど
こ
に
い
て
も
自
由
な
使
い
方
が
可
能

充
電
を
自
動
で
行
う
ロ
ボ
ッ
ト
芝
刈
機

屋
外
搬
送
用
走
行
ロ
ボ
ッ
ト
開
発
へ

ジ
ュ
ー
ス
や
ス
イ
ー
ツ
に
向
く
イ
チ
ゴ

㈱マキタ（愛知県安城市）は、18

Ｖリチウムイオンバッテリーを内蔵

した芝刈りと充電を自動で行うロボ

ット芝刈機「ロボットモアＲＭ350

Ｄ」＝写真＝を発売している。

バッテリーが内蔵されていて残量

を自動認識、充電量が少なくなると

自動で充電ステーションに帰還、充

電を行う。充電は約40分で、充電完

了後は再度芝刈

りを行う。目標

の刈高さに設定

することで、常

に刈りそろった

美しい芝を実現

する。１充電時

間当たりの連続作業時間は２時間15

分。最大作業面積は約3500平方㍍。

公共施設や事業所の緑地、校庭や

園庭、一般住宅などの作業に適す。

衝突を検知すると障害物から自動で

離れ、持ち上げや急斜面を検知する

と刃物の回転を一時的に停止し、衝突時や刃

物でのケガを防ぐ。

〈問い合わせ〉☎0566・98・1711

ジュースバーなどを運営する㈱青

木商店（福島県郡山市）と農研機構

はこのほど、加工に向いたイチゴの

新品種「af01」を共同で育成した。

2018年から育成を進めてきたもの

で、青木商店は「af01」をオリジナ

ルブランド「アオハルカ」（商標出

願中）＝写真＝として全国で展開す

るジュースバー事業やフルーツタル

ト＆カフェ事業のジュースやスムー

ジー、フ

ルーツタ

ルトなど

に使って

販 売 す

る。

良食味でビタミンＣの含有量が豊

富。高い抗酸化活性を持っている。

ビタミンＣ含有量は、一般的なイチ

ゴが生果100㌘当たり62㍉㌘に対し

て97㍉㌘（１月収穫分の調査）と約

1.5倍含まれる。同社は、運営する

果実専門店と飲食店の計４ブランドで青果や

同品種を使ったスイーツなどのメニューを期

間・店舗限定で販売する。

日本精工㈱(東京都品川区)は、整

備されていない路面でも荷物を安定

して搬送できる屋外搬送用走行ロボ

ット＝写真＝の開発を始める。2025

年の販売をめざすという。

ロボットの活用は凹凸のある路面

やスロープの走行が困難なこと、路

面状態によって荷物の搬送が不安定

になることなどの課題があった。

同社独自の振り子構造による姿勢

維持や、免振機能などの技術を採用

することで安定搬送できる。

片側３輪、両側６輪のタイヤがつ

いた低床

ボディー

に荷台を

載せた。

積載量は

最大50㌔。凹凸のある路面や最大50

㍉の段差、傾斜10度でも安定して搬

送できる。

カメラによる３Ｄ認識で高精度に

周辺環境を把握し、屋外や狭い通路でも走行

を可能にする。

〈問い合わせ〉☎03・3779・7053

（第３種郵便物認可）全 国 農 業 新 聞年(令和6年)()経営・技術７
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４面（経営・流通）

農業経営でお困りのことはありませんか？
疑問のあれこれを分かりやすいQ＆A形式で解説し、解決
に導きます

各メーカーなどで開発された新
技術・新品種や新発売の農業機
械、資材をご紹介します。

マーケティングや農業技術、税
金等経営に役立つハウツー情報
を連載形式で解説します。

認定農業者
  応援宣言！

▶ ▶ ▶

１週 ４週２週 ３週



５面はここに注目

６面はここに注目

２週・４週は見開きのワイド面でお送りします。
レイアウトを新聞の枠にとらわれない斬新な形に
挑戦し、今まで以上に読みやすい紙面を目指します。

経営に役立つヒントがたくさん

5

５面、６面（経営・流通）※２週、４週限定！

◆２週、４週共通
老若男女問わず農業者の皆様注目！
経営に役立つ管理方法や技術、話題の商品や注

目技術など経営に役立つ実務情報が盛りだくさん。

◆２週は市況に特化！

市況はここでチェック！
東京、大阪市場を巡るトピックや果物、食肉鶏

卵の市況をご紹介します。

◆４週はマーケット情報に特化！
…農産物流通・販売の専門家が解説します。

地域における直売所や商品づくりを解説

スーパーの農産物流通の話題・解説

米の価格や流通状況など徹底解説
  平　　　丞

国産野菜の話題と動きを解説

TVでも大人気、藤田智教授の解説によ
り、野菜づくりのコツを学べます。
新規就農者の皆様、新しい作物の栽培に
挑戦される皆様を応援します！

分かりやすい
イラスト付き！

人気
記事

いずれ訪れる「次世代継承」。
その際に必要になる手続きについ
て解説します。（２週に掲載）

健康に過ごすためには正しい食生
活が重要です。発酵食など、「健康」
につながる食べ方をご紹介します。
（４週に掲載）

農家や住民が地域活性化を目
指す取り組み事例をご紹介しま
す。

月に２回、各地から集まる美味
しいごちそうをプレゼント！！

2024年４月26日号
「中玉トマトの栽培－甘くおいしい収穫を楽しもう！－⑴」の回より



全国の農業委員会の活躍を
毎週お知らせします。

◆農業委員・農地利用最適化推進委員だけでなく農業経営者も役に立つ連載

65

農家生活にまつわる法律
をQ&A形式で解説します。
（３週に掲載）

動
活
委
農

の

べ
る
し
道

無
住
集
落
か
ら
学
ぶ
縮
小
時
代
の
集
落
づ
く
り
⑧

金
沢
大
学

人
間
社
会
研
究
域
地
域
創
造
学
系

准
教
授

林

直
樹

長
期
的
な
集
落
づ
く
り
の
考
え
方思考停止せず考え続けることが大切

い
よ
い
よ
最
終
回
、
第
８
回
だ
。

こ
こ
ま
で
、
多
種
多
様
な
無
住
集
落

を
紹
介
し
た
上
で
、
「
活
性
化
に
よ

る
人
口
の
維
持
が
難
し
い
集
落
」
の

生
き
残
り
策
と
し
て
「
将
来
的
な
再

興
を
意
識
し
た
前
向
き
な
縮
小
」
と

い
う
考
え
方
を
示
し
、
個
別
の
水
田

の
保
全
に
つ
い
て
も
言
及
し
た
。

今
回
は
、
こ
れ
か
ら
の
長
期
的
な

集
落
づ
く
り
を
考
え
る
上
で
の
「
考

え
方
」
を
少
し
述
べ
た
い
。
大
切
な

の
は
答
案
で
は
な
く
、
考
え
方
そ
の

も
の
だ
。

考
え
方
は
大
き
く
二
つ
。
第
一
は

「
減
少
」
へ
の
姿
勢
に
関
す
る
こ
と

だ
。
お
金
に
し
ろ
、
人
の
数
に
し

ろ
、
こ
れ
ま
で
の
考
え
方
は
、
「
減

る
か
ら
増
や
せ
」
だ
っ
た
し
か
し


社
会
全
体
が
長
期
的
に
縮
小
す
る
な

か
、｢

減
る
か
ら
増
や
せ｣

だ
け
で
生

き
残
る
こ
と
は
不
可
能
だ
ろ
う

今

か
ら
の
時
代
は

そ
れ
に
加
え
て
、

｢

減
る
な
ら
減
っ
て
も
大
丈
夫
な
姿

を
描
く｣

と
い
う
の
が
重
要
に
な
る


考
え
方
の
第
二
は
「
将
来
の
こ
と

は
分
か
ら
な
い
」
だ
。
筆
者
と
同
年

代
（
50
歳
代
）
以
上
の
方
は
、
30
年

前
（
１
９
９
４
年
）
の
日
本
を
思
い

出
し
て
ほ
し
い
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

が
な
い
時
代
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
自

体
が
普
及
し
て
い
な
か
っ
た
時
代

だ
。
そ
の
と
き
、
今
の
日
本
を
想
像

で
き
た
人
が
い
た
と
は
考
え
に
く

い
。
こ
の
先
も
同
様
だ
。
国
全
体
の

将
来
推
計
人
口
は
さ
て
お
き
、
30
年

後
を
想
像
す
る
こ
と
な
ど
不
可
能
と

い
っ
て
よ
い
。
と
は
い
え
、｢

結
局


行
き
当
た
り
ば
っ
た
り
の
み｣

な
ど

と
言
う
つ
も
り
も
な
い

今
か
ら
の

時
代
は
、｢

楽
観
的
な
未
来
と
悲
観

的
な
未
来
の
両
方
を
想
定
し

ど
ち

ら
と
な
っ
て
も
大
丈
夫
な
よ
う
に
し

て
お
く｣

と
い
う
考
え
方
が
必
要
だ


将
来
的
な
再
興
を
意
識
し
た
前
向

き
な
縮
小
も
、
そ
れ
ら
二
つ
の
考
え

方
が
基
盤
と
な
っ
て
い
る
。

長
期
的
な
集
落
づ
く
り
の
最
大
の

敵
は
、｢

も
う
ダ
メ
に
決
ま
っ
て
い

る｣

「
ど
こ
か
ら
か
天
才
が
現
れ
て

ど
う
に
か
し
て
く
れ
る｣

と
い
っ
た

思
考
停
止
だ
。
大
切
な
こ
と
は
、
考

え
続
け
る
こ
と
。
集
落
が
抱
え
る
問

題
は
多
岐
に
わ
た
る
が
｢

考
え
続
け

て
も
ど
う
に
も
な
ら
な
い
問
題｣

と

い
う
の
は
意
外
に
少
な
い
は
ず
だ


な
お
、
最
後
と
な
っ
た
が
、
一
連

の
提
言
は
、
令
和
６
年
能
登
半
島
地

震
か
ら
の
「
長
期
的
な
復
興
」
で
も

有
用
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
項
は
お
わ
り

広
域
連
携
し
総
合
的
な
ニ
ホ
ン
ザ
ル
対
策

402

青
森
県
む
つ
市
在
住
で
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
北
限
の
野
生
動

物
管
理
セ
ン
タ
ー
（
同
県
佐

井
村
）
の
理
事
な
ど
を
務
め

る
山
﨑
秀
春
さ
ん(

75)

は
、

下
北
地
域
に
お
け
る
ニ
ホ
ン

ザ
ル
の
被
害
対
策
に
取
り
組

み
、
被
害
の
大
幅
な
低
減
に

貢
献
し
て
き
た
。
行
政
職
員

と
し
て
「
下
北
半
島
鳥
獣
被

害
対
策
市
町
村
等
連
絡
会

議
」
の
設
立
に
携
わ
り
、
広

域
的
な
被
害
対
策
の
実
施
体

制
を
主
導
。
退
職
後
は
同
法

人
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
北
限
の
ニ

ホ
ン
ザ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

立
ち
上
げ
、
ニ
ホ
ン
ザ
ル
の

生
息
状
況
調
査
な
ど
を
継
続

的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

本
州
最
北
に
位
置
す
る
下

北
半
島
。
１
９
７
０
年
、
同

地
に
生
息
す
る
ニ
ホ
ン
ザ
ル

は
世
界
で
最
も
北
に
生
息
す

る
「
北
限
の
サ
ル
」
と
し
て

天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ

た
。
当
時
の
生
息
数
は
７

群
、
１
８
７
頭
。
保
護
目
的

に
よ
る
餌
付
け
も
し
て
い
た

が
、
次
第
に
個
体
数
、
群
れ

が
増
え
、
生
息
地
が
拡
大
、

農
作
物
被
害
も
増
え
た
。

山
﨑
さ
ん
は
80
年
、
旧
脇

野
沢
村
教
育
委
員
会
職
員
と

し
て
、
鳥
獣
被
害
対
策
を
担

当
。
下
北
管
内
の
５
市
町
村

な
ど
で
構
成
す
る
連
絡
会
議

で
は
、
広
域
的
な
鳥
獣
被
害

対
策
の
実
施
を
主
導
し
た
。

中
で
も
、
モ
ン
キ
ー
ド
ッ
グ

と
ハ
ン
ド
ラ
ー
兼
ニ
ホ
ン
ザ

ル
保
護
管
理
専
門
員
を
育
成

し
、
各
市
町
村
へ
配
置
す
る

な
ど
迅
速
か
つ
効
果
的
な
追

い
上
げ
、
追
い
払
い
を
実
施

す
る
た
め
の
体
制
整
備
へ
の

貢
献
は
大
き
い
。
鳥
獣
被
害

額
は
連
絡
会
議
が
設
立
し
た

２
０
０
７
年
か
ら
22
年
の
間

に
、
下
北
地
域
で
85
％
、
県

全
体
で
は
87
％
減
少
し
た
。

西
北
地
域
の
深
浦
町
で

は
、
テ
レ
メ
ト
リ
ー
発
信
器

を
活
用
し
た
ニ
ホ
ン
ザ
ル
の

群
れ
数
、
生
息
頭
数
、
行
動

域
な
ど
の
調
査
結
果
を
地
図

化
し
、
頻
繁
に
利
用
す
る
場

所
を
特
定
。
大
型
檻
を
活
用

し
、
群
れ
を
全
頭
捕
獲
す
る

な
ど
加
害
群
の
除
去
に
成
功

し
た
。
県
や
市
町
村
の
研
修

会
に
も
積
極
的
に
協
力
し
、

ニ
ホ
ン
ザ
ル
の
生
態
や
生
息

域
、
被
害
対
策
な
ど
に
つ
い

て
教
授
し
て
い
る
。

山
﨑
さ
ん
は
「
今
後
も
、

助
言
・
助
力
を
求
め
ら
れ
れ

ば
、
対
応
し
て
い
く
。
県
内

は
地
域
に
よ
っ
て
状
況
が
異

な
る
。
地
域
ご
と
に
熱
意
を

も
っ
た
後
進
を
育
て
て
い
き

た
い
」
と
先
を
見
据
え
た
。


年
度
鳥
獣
対
策
優
良
活
動
表
彰
③

農農
村村
振振
興興
局局
長長
賞賞
被被
害害
防防
止止
部部
門門((

個個
人人))

農農
村村
振振
興興
局局
長長
賞賞
被被
害害
防防
止止
部部
門門((

個個
人人))

農
村
振
興
局
長
賞
被
害
防
止
部
門(

個
人)

青
森･

む
つ
市

山
﨑
秀
春
さ
ん

テレメトリーでニホンザル

を探す山﨑さん（右端）

茨城県

(１人分496㌔カロリー)

カリフラワーライスドリア

◆材料(４人分) カリフラワー

・ご飯各300㌘、タマネギ100㌘、

むきエビ250㌘、ピーマン２個、

バター・こめ油各20㌘、米粉大さ
じ

３、牛乳500㍉㍑、塩・こしょう

各適量、ピザチーズ120㌘、コン

ソメスープの素
もと

小さ
じ１

◆作り方 ❶カリフラワーはみ

じん切りにしてご飯と混ぜ、軽く

塩・こしょうをしてグラタン皿に

広げる。ピーマンは細切りにして

散らす。❷タマネギはみじん切

り、エビは１～２㌢に切る。❸バ

ターとこめ油を熱して②を炒め、

色が変わったら米粉を加えて粉っ

ぽさがなくなるまで炒め塩こし

ょうスープの素牛乳を注いで

混ぜながらとろみをつける❹①

の上に広げさらにチーズをのせ

オーブントースターでこんがり焼

き色がつくまで７～10分焼く

◆献立のヒント キャベツスープ

鉾
田
市
は
、
県
の
南
東
部

に
位
置
し
、
平
坦
な
地
形
と

温
和
な
気
候
を
生
か
し
て
、

全
国
１
位
の
産
出
額
を
誇
る

メ
ロ
ン
と
サ
ツ
マ
イ
モ
を
筆

頭
に
、
野
菜
の
市
町
村
別
農

業
産
出
額
で
９
年
連
続
全
国

１
位
の
市
だ
。

同
市
農
業
委
員
会
は
、
農

業
委
員
24
人
、
農
地
利
用
最

適
化
推
進
委
員
35
人
で
構
成

さ
れ
、
日
頃
か
ら
農
地
の
見

回
り
活
動
や
あ
っ
せ
ん
、
農

家
の
相
談
な
ど
に
あ
た
っ
て

い
る
。

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
は
、
市

内
16
地
区
を
農
業
委
員
・
推

進
委
員
で
班
編
成
し
実
施
。

班
ご
と
に
配
布
さ
れ
て
い
る

タ
ブ
レ
ッ
ト
で
現
地
確
認
ア

プ
リ
を
活
用
し
、
遊
休
農
地

の
調
査
な
ど
を
行
っ
て
い

る
。農

業
委
員
会
で
は
２
０
２

３
年
度
か
ら
、
目
標
地
図
の

素
案
作
り
の
た
め
に
担
い
手

か
ら
今
後
の
農
業
経
営
な
ど

の
意
向
調
査
を
進
め
て
い

る
。
調
査
対
象
は
、
市
内
７

５
０
０
軒
を
超
え
る
農
家
の

う
ち
、
認
定
農
業
者
と
３
㌶

以
上
の
農
家
約
１
千
人
に
絞

り
込
ん
だ
。
農
業
委
員
会
事

務
局
で
二
次
元
コ
ー
ド
の
つ

い
た
調
査
票
を
印
刷
し
、
委

員
が
戸
別
訪
問
を
し
て
配
布

す
る
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な

ど
で
二
次
元
コ
ー
ド
を
読
み

込
め
ば
回
答
ペ
ー
ジ
に
つ
な

が
り
入
力
で
き
る
仕
組
み

で
、
５
月
末
ま
で
の
回
収
を

予
定
し
て
い
る
。

同
市
徳と

く

宿
し
ゅ
く

地
区
の
鬼
澤

直
行
推
進
委
員
（

）
は
、

「
二
次
元
コ
ー
ド
を
活
用
で

き
な
い
人
に
は
、
委
員
が
意

向
を
聞
き
な
が
ら
タ
ブ
レ
ッ

ト
に
打
ち
込
ん
で
い
く
」
と

話
す
。
農
業
委
員
・
推
進
委

員
が
寄
り
添
う
こ
と
で
、
回

収
率
を
上
げ
て
い
る
。

入
手
し
た
デ
ー
タ
は
、
事

務
局
の
農
業
委
員
会
サ
ポ
ー

ト
シ
ス
テ
ム
に
登
録
さ
れ

る
。
「
３
年
前
に
も
意
向
調

査
を
行
っ
た
が
、
デ
ー
タ
が

最
新
化
さ
れ
、
精
度
の
高
い

地
図
を
作
る
こ
と
が
で
き

る
」
と
事
務
局
の
鬼
澤
雄
介

さ
ん
（

）
。
今
後
は
、
経

営
意
向
・
年
齢
な
ど
に
色
分

け
さ
れ
た
地
図
を
活
用
し
て

地
域
で
の
話
し
合
い
が
進
め

ら
れ
る
。

委
員
と
相
談
し
な
が
ら
タ

ブ
レ
ッ
ト
か
ら
将
来
の
経
営

意
向
を
入
力
し
た
イ
チ
ゴ
農

家
の
鎌
田
悟
志
さ
ん
（

）

は
、
「
同
地
区
は
ハ
ウ
ス
に

よ
る
施
設
園
芸
が
中
心
で
担

い
手
の
多
い
地
域
。
担
い
手

の
確
保
の
た
め
に
も
今
後
の

農
家
の
意
向
確
認
は
重
要
」

と
語
る
。

地
域
の
農
業
者
か
ら
の
意

向
確
認
を
積
極
的
に
進
め
て

い
る
宇
佐
見
達
夫
農
業
委
員

（

）
と
小
松
﨑
晃
嘉
推
進

委
員
（

）
は
、
「
農
業
を

若
い
人
た
ち
に
魅
力
の
あ

る
、
か
っ
こ
よ
く
、
楽
し

く
、
も
う
か
る
職
業
に
し
た

い
」
と
話
し
て
く
れ
た
。

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
や
意
向
調
査

タタ
ブブ
レレ
ッッ
トト
でで
効効
率率
化化

タタ
ブブ
レレ
ッッ
トト
でで
効効
率率
化化

タ
ブ
レ
ッ
ト
で
効
率
化

茨
城

鉾
田
市
農
業
委
員
会

調
査
票
に
二
次
元
コ
ー
ド

ス
マ
ホ
か
ら
読
み
込
ん
で
回
答

デ
ー
タ
は
サ
ポ
ー
ト
シ
ス
テ
ム
に
登
録

よ
り
精
度
の
高
い
地
図
作
成
へ

（右から）タブレットで回答する鎌田さん、宇

佐見農業委員、鬼澤推進委員、小松﨑推進委員、

事務局の鬼澤さん、農業委員会サポートシステ

ムで色分けされた地図

鉾
田
市
農
業
委
員
会
（
飯
岡
政
一
会
長
）
で
は
現
在
、

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
な
ど
を
活
用
し
、
担
い
手
や
地
権
者
な

ど
か
ら
今
後
の
農
地
利
用
や
農
業
経
営
の
意
向
を
聞
き
取

っ
て
い
る
。
そ
の
結
果
を
今
後
の
農
地
利
用
の
姿
で
あ
る

「
目
標
地
図
」
の
素
案
作
り
に
役
立
て
て
い
る
。

自筆証書遺言で口述筆記は認められない

近
年
件
数
が
増
え
つ
つ
あ
る
遺
言

よ
く
用
い
ら
れ
る
方
式
と
書
き
方

今
月
は
相
続
シ
リ
ー
ズ
の
第
１
回

と
し
て
、
遺
言
の
書
き
方
に
つ
い
て

ご
説
明
し
ま
す
。

遺
言
と
は
、
人
が
自
分
の
死
後
の

法
律
関
係
を
定
め
る
た
め
に
す
る
最

終
の
意
思
表
示
で
す
。
そ
の
効
力

は
、
遺
言
を
し
た
人
が
死
亡
し
て
初

め
て
生
じ
ま
す
。

遺
言
で
で
き
る
こ
と
は
法
律
で
定

め
ら
れ
て
お
り
、
例
え
ば
相
続
財
産

の
処
分
、
遺
産
分
割
の
方
法
、
相
続

人
の
権
利
や
義
務
に
つ
い
て
定
め
る

こ
と
が
そ
の
主
な
も
の
で
す
。
ま

た
、
相
続
人
の
廃
除
や
未
成
年
者
の

後
見
人
の
指
定
、
祭
祀

さ

い

し

承
継
者
（
お

墓
な
ど
を
引
き
継
ぐ
人
）
の
指
定
を

行
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

わ
が
国
で
は
、
遺
言
の
件
数
は
増

加
し
て
き
て
お
り
、
２
０
２
２
年
の

遺
言
公
正
証
書
（
後
述
）
の
作
成
件

数
は
、
11
万
１
９
７
７
件
で
、
過
去

10
年
間
で
17
％
増
え
て
い
ま
す
（
日

本
公
証
人
連
合
会
の
統
計
に
よ
る)



相
続
ト
ラ
ブ
ル
を
避
け
る
こ
と
、
内

縁
の
妻
へ
遺
産
を
残
す
こ
と
、
面
倒

を
み
て
く
れ
た
子
ど
も
に
相
続
さ
せ

る
こ
と
な
ど
が
遺
言
の
動
機
と
な
っ

て
い
る
よ
う
で
す
。

遺
言
は
、
満
15
歳
で
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
が
、
遺
言
の
時
に
意
思
能

力
（
自
己
の
行
為
の
利
害
得
失
を
判

断
し
て
意
思
決
定
す
る
能
力
）
が
な

い
と
、
遺
言
は
無
効
で
す
。
そ
こ

で
、
高
齢
や
疾
患
に
よ
り
判
断
能
力

が
衰
え
て
い
る
人
が
遺
言
を
し
よ
う

と
す
る
と
き
は
、
事
前
に
弁
護
士
な

ど
の
専
門
家
に
相
談
す
べ
き
で
す
。

通
常
の
遺
言
の
方
式
の
う
ち
よ
く

用
い
ら
れ
る
の
は
、
自
筆
証
書
遺
言

と
公
正
証
書
遺
言
で
、
秘
密
証
書
遺

言
は
あ
ま
り
用
い
ら
れ
ま
せ
ん
。
自

筆
証
書
遺
言
は
、
本
文
、
日
付
、
氏

名
を
自
書
し
押
印
し
ま
す
。
ワ
ー
プ

ロ
や
他
人
に
よ
る
口
述
筆
記
は
、
自

書
と
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、

日
付
は
、
年
月
日
ま
で
正
確
に
記
載

し
、
遺
言
書
の
完
成
日
と
し
ま
す
。

20
年
に
、
自
筆
証
書
遺
言
書
を
法
務

局
で
保
管
し
て
も
ら
え
る
制
度
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

公
正
証
書
遺
言
は
、
遺
言
者
が
内

容
を
公
証
人
に
伝
え
、
公
証
人
が
こ

れ
を
筆
記
し
て
公
正
証
書
に
よ
り
作

成
し
ま
す
。
費
用
が
か
か
り
ま
す

が
、
公
証
人
が
関
与
す
る
た
め
安
心

で
あ
る
こ
と
、
遺
言
書
は
公
証
役
場

に
保
管
さ
れ
る
た
め
改
ざ
ん
な
ど
の

お
そ
れ
が
な
い
こ
と
、
家
庭
裁
判
所

で
の
手
続
き
が
不
要
で
あ
る
こ
と
な

ど
が
メ
リ
ッ
ト
で
す
。

次
回
は
、
相
続
土
地
国
庫
帰
属
制

度
に
つ
い
て
ご
説
明
し
ま
す
。

◇
次
回
は
５
月
24
日
付

新
年
度
を
迎
え
ま
し
た
。
農

業
者
年
金
の
加
入
推
進
を
進
め

て
い
た
だ
い
て
い
る
関
係
者
の

皆
さ
ま
、
ま
た
、
新
し
く
農
業

者
年
金
業
務
を
担
当
す
る
こ
と

に
な
っ
た
農
業
委
員
会
事
務
局

職
員
、
農
業
委
員
の
皆
さ
ま
、

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

農
業
者
年
金
は
｢

農
業
者
の
老
後

生
活
の
安
定
お
よ
び
福
祉
の
向
上
と

農
業
者
の
確
保
に
資
す
る
こ
と｣

を

目
的
と
し
た
公
的
な
年
金
で
す

農

業
委
員
会
組
織
と
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
が

政
府
に
働
き
か
け
て
１
９
７
０
年
に

創
設
さ
れ
、
２
０
０
１
年
に
は
積
立

方
式
・
確
定
拠
出
型
の
現
在
の
制
度

へ
と
抜
本
的
に
見
直
さ
れ
ま
し
た
。

農
業
者
に
広
く
門
戸
が
開
か
れ
て

い
て
、
支
払
っ
た
保
険
料
は
全
て
社

会
保
険
料
控
除
の
対
象
に
な
る
な
ど

の
高
い
節
税
効
果
や
、
一
定
の
要
件

を
満
た
す
人
に
は
保
険
料
の
国
庫
補

助
が
あ
る
と
い
っ
た
、
た
く
さ
ん
の

メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
19
年
度
以
来
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
を
受
け
、
加
入
推
進
活
動
に
も
制

限
が
か
か
り
、
新
規
加
入
者
数
は
、

こ
こ
数
年
、
思
う
よ
う
に
伸
び
て
い

ま
せ
ん
。

農
業
者
年
金
の
加
入
推
進
に
つ
い

て
は
、
厚
生
労
働
大
臣
お
よ
び
農
林

水
産
大
臣
よ
り
示
さ
れ
た
「
第
５
期

中
期
目
標
」
期
間
（
23
年
度
か
ら
５

年
間
）
と
な
り
、
本
年
度
は
そ
の
２

年
目
と
な
り
ま
す
。
具
体
的
な
目
標

は
、
対
象
期
間
の
終
了
時
ま
で
に
、
若
い
新
規

加
入
者
（
20
歳
以
上
39
歳
以
下
の
新
規
加
入

者
）
を
５
５
０
０
人
以
上
、
女
性
の
新
規
加
入

者
を
３
４
０
０
人
以
上
、
そ
れ
ぞ
れ
確
保
す
る

こ
と
で
す
。
こ
の
新
た
な
目
標
の
達
成
に
向
け

て
、
23
年
度
か
ら
加
入
推
進
運
動
の
ス
ロ
ー
ガ

ン
を
「
若
い
農
業
者
及
び
女
性
農
業
者
等
へ
の

周
知
徹
底
、
加
入
者
累
計
15
万
人
早
期
達
成
強

化
運
動
」
と
掲
げ
、
全
国
展
開
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

新
た
に
農
業
者
年
金
業
務
を
担
当
す
る
皆
さ

ま
に
は
、
農
業
者
年
金
の
加
入
推
進
と
聞
く

と
、
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
よ
う
に
聞
こ
え
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
ま
ず
大
切
な
こ
と
は
、
ご
自
身

が
制
度
へ
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
で
す
。

基
金
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
業
務
マ
ニ
ュ
ア
ル

や
Ｐ
Ｒ
チ
ラ
シ
な
ど
を
掲
載
し
て
い
ま
す
し
、

今
月
下
旬
に
は
全
国
農
業
会
議
所
か
ら
、
「
２

０
２
４
年
度
版
農
業
者
年
金
制
度
と
加
入
推

進
」
を
刊
行
予
定
で
す
。

こ
う
い
っ
た
テ
キ
ス
ト
類
か
ら
学
び
、
自
分

の
言
葉
で
制
度
の
特
徴
や
メ
リ
ッ
ト
な
ど
を
説

明
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
、
加

入
推
進
の
第
一
歩
と
な
り
ま
す
。

独
農
業
者
年
金
基
金

農
業
者
年
金
制
度
の
メ
リ
ッ
ト
を
伝
え
る
ポ
ス
タ
ー

（第３種郵便物認可）全 国 農 業 新 聞年(令和6年)()農業委員会７

毎週、農業委員会等の活動事例を紹介します。１
年間で47都道府県の事例を取り上げます。
事例は、遊休農地解消のための活動や目標地図作
成など、農地利用最適化の業務を行う上で欠かせ
ない内容です。

農業委員会活動のテキストとして、毎週お目通し
ください。他地域の事例を知ることで新たな視点
が生まれ、活動の幅が広がります。

７面
（農業委員会ネットワーク通信面）

農業委員会ネットワーク通信と連動した郷土食材
を使った料理のレシピをご紹介します。
１・３週▶石澤清美先生　２・４週▶今泉久美先生

全国農業新聞読者
の関心度が最も高い
記事といえばこれ！
全国各地の鳥獣害
対策事例は、地元で
の対策の参考になる

という多くの声をいただいて
います。

人気
記事

委員
必読

農地に関する困ったあれこれをＱ＆Ａ形式で掲載。
賃借、相続など、さまざまな相談対応の参考に
なります。（１週に掲載）

Pick
Up!

委員
必読

農業委員会活動の活性
化に役立つ情報を通年掲
載します。

農業と地域活性化に向けたコラムです。（２週に掲載）

土地改革が大転換期を迎える中、歴史から農業・農地
制度を考えるコラムです。（４週に掲載）

（
松
田
綜
合
法
律
事
務
所
）

農
家
の
法
律
知
識

知って
得する
知って
得する
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全国紙かつ地域の話題にも強い新聞です

＜地元のこんな情報が手に入ります＞
●特徴的な経営を行う経営体
●イベント情報
⇒地元だから視察に行きやすい、イベントに参加しやすい！

●�頑張る新規就農者、活躍する若手、女性農
業者のご紹介
⇒�ご近所さんが、直売所で手に取った商品の
生産者が、身近なあの人が載っているかも…

●特産品や新商品
⇒知らなかった地元の隠れた名物が見つかるかも！

ブロック １週 ２週 ３週 ４週

北海道

北海道・東北版

地方総合版

北海道

東日本地方総合版
東北

県版（岩手、福島）
※�青森、宮城、秋田、山形は
「東北各支局の話題」

関　東 関東版
県版（茨城、栃木、群馬）
※�埼玉、千葉、東京、神奈川、
山梨は首都圏版

東　海 東海版

中日本地方総合版

地方総合版

北信越 北信越版
県版（新潟、長野）
※�富山、石川、福井は北陸版

近　畿 近畿版
県版（京都）
※�滋賀、大阪、兵庫、奈良、
　和歌山は地方総合版

中　国 中国版

西日本地方総合版

地方総合版

四　国 四国版 地方総合版

九州・沖縄 九州・沖縄版

県版（長崎、熊本、宮崎、
鹿児島）
※�福岡、佐賀、大分、沖縄は
　地方総合版

週ごと、地域ごとにお届けする版が変わります。
※下記表は目安です。月ごとに変動する場合がございます
※地方総合版とは、ブロックに関係なく様々な都道府県の記事が載る面です

地方版

北海道

東北

北信越

関東

東海

近畿中国

四国

九州
・
沖縄

2024.05.


